
 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中公通信 

ニューフェイスのご紹介 

主事 池田 善治郎（いけだ ぜんじろう） 

今年４０年勤めていた会社を卒業して、今

年度より勤務させていただいております。 

今までの経験や知識、プラスこれから習得

していく知識と経験を、色々なアイディアに

置き換えて自由な場として提供すると共に、 

「つどう」「まなぶ」「むすぶ」を微力ながら 

地域主体での活動として発信していきたいと

思っています。 

今後もよろしくお願いいたします。 

                     

 

 

 

 

主事 野村 佳紀（のむら よしき） 

高校卒業後、マイクロコンピュータのプログラ

ミングからキャリアをスタートしました。 

コンピュータの発展に伴い様々な分野での経

験を積みました。 

その中で、マレーシアの企業にてシステムを

納入した際に訪れたことで、その文化や風土に

魅了され、マレーシア愛好家になりました。 

最近は、楽しく学ぶことに魅了され、放送大

学での学びや第九の合唱、ピアノのレッスンな

ど、さまざまな挑戦をしてきました。 

これからは、公民館を利用される方が楽しく

学べる環境づくりに注力したいと思います。 
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 今年の春の訪れは、暖かくなったり寒くなったりで、桜が咲く時期も近年よりは遅くなりました。その分桜が咲い

ている期間も長くなり、桜を楽しめる時間も長くなってよかったと思っています。中央公民館は福井駅に近く、新

幹線開業の賑わいがアオッサまで感じられる今日この頃です。駅周辺の人出も多くなり、今までにないにぎやかさ

が続いています。 

 さて、令和 6 年度が始まり、各地区公民館においても新年度の事業の準備や計画などお忙しい時期かと思いま

す。中央公民館においても下記のように新主事が二人赴任しました。新しい風を吹かせてくれることを期待してい

ます。 

 中央公民館では従来の講座の名称を変えたり、内容を変えたりして、時代に即した講座づくりをめざしていま

す。新幹線開業もそうですが、時代の流れに合わせた公民館の在り方も考えていかなければならないと思ってい

ます。とはいえ、古くからある伝統的なもの、脈々と受け継がれてきているものも大切にしながら、時代や環境の

変化に応じて柔軟に対応できる公民館をめざしていきます。 

 ４月１２日に、当館の講座から設立した自主学習グループの「福井童謡の会」が創立３０周年記念コンサートを福

井駅の「福井市観光交流センター階段広場」において実施しました。当日は階段に１００人近くの来客者が座られ

て、一緒に童謡を口ずさみながら、大変和やかなコンサートとなりました。このような輪が、広がっていくことを祈っ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 



 

 

 

令和６年度 

 

 

穴場スポットかも！？ 

アオッサから、北陸新幹線が敦賀方面から 

福井駅に入線する様子が見られます♪ 

502会議室より撮影 


